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後期スタート！ワンランク上を目指してジャンプアップ
１０月１２日（木）に後期始業式を行いました。前期終業式で、「で
きる」ことがたくさんあったことを紹介しました。後期に向けて、「粘
り強く」「優しく」「正確に」を合言葉に後期の活動を充実されていこ
うと話をしました。「粘り強く」では、「最後まで」「苦手なことも」
「もう一回」というキーワードで、何事にもチャレンジしてほしいと思
っています。「優しく」では、「人を守る」「約束を守る」「時間を守
る」の３つの「守る」を心掛けて、思いやりの心をもって生活してほし
いと思います。「正確に」では、「字を丁寧に」「しっかり読む」「振り返る」をキーワードにしっか
り集中して学習に取り組んでほしいと思います。
後期が終わると６年生は中学校に進学します。１年生から５年生は、それぞれ一つ上の学年に進級し

ます。短期的な目標だけでなく、長期的な目標をしっかり立てて、ワンランク上を目指してジャンプ
アップできるような後期にしていきましょう。

１０月１７日（火）に第２回学校運営協議会を実施しました。前半は、子供
たちの授業様子を見ていただき、後半は、授業参観と前期の振り返り（学校評
価アンケート）をもとに、意見交換をしました。
学校評価アンケートの結果につきましては、おおむね高評価でした。評価の

高かった項目としては、「子どもは、友だちと仲良くし、学校生活を楽しんで
いる」「学校は、施設や花壇等が管理され、美しい環境づくりができている」
「家庭では子どもとの挨拶を欠かさず、会話を心掛けている。」などでした。
評価の低かった項目としては、「子どもは、きまりやマナーを(挨拶等を含む)を守って生活している。」
「子どもは、苦手なことにも粘り強く頑張ることができている。」などがりました。
運営協議会委員の皆様から前向きで建設的な意見をたくさんいただきました。課題解決に向けて、より

一層、地域や家庭と学校が一体となった取り組みを進めていきたいと考えています。

サッカー巡回指導
昨年度に引き続き、本年度も熊本県サッカー協会

主催のサッカー巡回指導を３・４年生で実施しまし

た。サッカーを通じて、運動能力や身体操作性を高

めるだけでなく、コミュニケーション力や協調性、

フェアプレー精神の育成を目指すことが目的です。

サッカー協会から毎回２名程度のコーチに来ていた

だき、８時間取扱い内、４時間指導していただきま

した。子供たちは、毎回キラキラした笑顔を見せな

がら楽しく活動することができていました。

担任としては専門的な視点からの指導やアドバイ

ス、楽しく取り組める雰囲気づくりや言葉かけなど、

指導力向上に役立ちました。

また、負担感の軽減にもつ

ながり、子供たちの様子を

じっくり観察したり、積極

的に関わったりする時間を

確保することができました。

読み聞かせ再開！
コロナ禍の影響で、活動を見合わせていた読み

聞かせボランティア団体「スマイル」の皆様によ

る読み聞かせを４年ぶりに再会することができま

した。

全学年対象に実施することができ、それぞれの

学年段階に応じた本を選定していただき、絵本の

ページをめくりながら、優しく語り掛けるように

読み聞かせをしてくださったので、子供たちは絵

本の世界に自然と引き込まれているようでした。

数名の子供たちに感想を聞いたところ、「楽し

かった」「また来てほし

い」「自分も上手に本を

読めるようになりたい」

などとても喜んでいまし

た。これから月１回のペ

ースで来ていただけるこ

とになっています。


